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◆昨日８月２０日から第二学期が始まり

ました。この夏休み、大きな事故・事件

もなく、みんな元気に登校してきまし

た。（体調が悪くお休みしてしまった子

もいましたので、残念ながら「全員登校」

というわけではありませんでした）  

 

◆夏休みの間、１学期の取り組みの反省を

踏まえて、もっともっと野付小をよくし

ていくためにはどうしたらいいのかを

考えていました。校長としての「宿題」

でした。やるべきこと、改善すべきこと

はいくつかありますが、その中で２学期

を始めていくにあたって、みなさんにお

知らせしておきたいことがあります。そ

れは「いじめ」問題についてです。  

 

◆毎年、１２月頃に学校評価というのを実

施しています。保護者の皆様方からもご

意見やご要望を承り、それを学校として

検討し、改善策を立てています。（保護

者の皆様のご意見・ご要望について、ま

たそれらに対して学校としての回答は

文書にして昨年度末に配布させていた

だいています）  

 

◆その中で、昨年度、保護者の方から次の

ようなご意見をいただきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆これについて以下のように回答させて

いただきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学校での取り組みは、アンケート調査の

実施、休み時間や授業時間中における子

どもたちの様子の観察、そしてそれらを

踏まえながら年２回の一人ひとりの子

との面談・相談会の実施を行っていま

す。例年、以上のような取り組みを行っ

てきましたが、決してそれで完全だとい

うことではありません。どうしても、見

過ごしてしまうこと等があります。です

ので、保護者の方からご指摘いただくと

いうことは学校側としても大変助かる

ことです。  

 

◆保護者の方から、もしくは子どもの側か

らいじめ問題を先生たちに伝えるとい

うことは、大変勇気のいることです。私

が中学生・高校生の頃、先生に何かを伝

えるということは「チクル」と言って「卑

怯な奴だ」と言われていました。しかし、

今の時代、いじめに関して教師に連絡す

るということは、決して卑怯な事ではな

く、反対に勇気ある行動なのだと私は考

えています。ですので、遠慮せず心配な

事、不安な事がありましたら担任もしく

は教頭や校長にご連絡ください。また、

このいじめ問題は決して学校だけで解

決できるものではありません。保護者の

皆様方のご理解とご協力があって、効果

が上がります。  

 

 

 

 

【生活指導】  

クラスの中で、言葉のきつい言い方を

する子やいじわる的なことをするよう

な子がいることを聞くので、生活の面

でも目を配ってあげてほしいなと思い

ます。そういったことにも、もう少し

指導をしてほしいと思います。  

 

【学校から】  

担任は、授業時間以外も子ども達の様

子に注意を払っておりますが、授業の

準備等もあり、決して充分ではありま

せん。ですから、お気付きの点がござ

いましたらご連絡いただき、保護者の

方と一緒に解決にあたります。  

 



 

 

 
◆さて二学期、全ての子どもたちが安心し

て野付小に登校できるように、今まで以

上に「いじめ問題」に対応していきます。

そのためにまず「いじめの芽」をできる

だけ早期に発見することです。全国的な

ニュースになっているいじめに関する

「大きな事件」は、ほとんどが最初何気

ない「いじめの芽」を発端としています。

その考えに立って、野付小では、教育委

員会等が実施する調査とは多少違った

アンケートを定期的に実施することに

しました。それが以下の項目です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆このアンケート調査や日常の中で「いじ

めの芽」が発見された場合、学校として

次のような対応をします。  

 

◎１～２回目   

ふざけ半分やお互いの誤解がある場合も

ありますので、担任が事情を子どもからよ

く聞くことを原則とします。基本的に、こ

の段階でご家庭に教師側から直接連絡す

ることはありません。  

 

 

 

 

 

 

①「お金をだせ」といわれて、とられたこと

がありますか。  

②「おごって」といわれて、むりやりおごら

されたことがありますか。  

③わけもなく、なぐられたり、けられたりし

たことがありますか。  

④先生や大人がいないところで、いやなこと

をされたり、悪口をいわれたりしたことが

ありますか。  

⑤「そうじをやっておけ」とか「かたづけて

おけ」とか、仕事を命令されたことがあり

ますか。  

⑥遊びの時、なかまはずれにされたことがあ

りますか。（人数にかぎりがあるときはし

かたありませんね）  

⑦「ことばをしゃべらない」「なかまにいれ

ない」などの無視をされたことがあります

か。  

⑧「○○さん」「○○くん」と遊ぶのをやめ

ようなどと、仲間はずれのことを話し合っ

たことがありますか。  

⑨クツやエンピツなどをかくされたことが

ありますか。  

➉「それをかせよ」「これかりるよ」などと

いって、自分のものを持っていかれたまま

返してくれないことがありましたか。  

※学年の発達段階によって、若干設問項目が

変更になることがあります。  

◎２～３回目  

ケースにもよりますが、担任だけでなく指

導部長・教頭が、該当の子どもや周りの子

ども達からも事情をよく聞き、事実確認を

し、指導します。  

 

◎３回以上  

「改善が見られない」「悪質だ」という場

合は、学校とご家庭が一緒に解決するため

に、保護者の方に来校していただくか、家

庭訪問をさせていただき、事実関係等の事

情を説明させていただきます。  

 

◆なお左記のアンケートを実施した場合、

保護者の皆様に、この学校だよりで結果

をお知らせしていきます。結果をご覧に

なって、心配な点等がありましたら、遠

慮せず担任か私校長にご連絡ください。 

 

◆まず今学期は、８月中に「生活に関する

アンケート」（別海町生徒指導連絡協議

会）を実施いたします。その上で、以下

の個人面談を実施いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な人間関係を築ける力の育成  

 

◆小学生は未熟な点が沢山あります。失敗

も間違いも数多くします。問題なのは、

失敗や間違いを恐れて、あらゆることに

消極的にさせてしまうことです。それよ

り、あらゆることに挑戦させながら、周

りの人たちの支えられながら、失敗や間

違いを乗り越えていく力を育てること

が大切だと考えています。今年度、野付

小では「つながる力」の育成を重点とし

て教育活動を進めています。この「つな

がる力」がついてくると、いじめ的な問

題も自然に無くなっていくと考えてい

ます。今学期もよろしくお願いします。 

 

 

 

子どもと担任教師の個別面談週間  

８月２７日（月）～８月３１日（金）  

 

◎すべての子が楽しく学校で過ごせる

ために、一人ひとりの子どもから担任

教師が話を聞きます。生活面だけでな

く学習面も含めて、心配な事・嫌な事

等がないかを聞くことで、その子にあ

った支援策を考えていきます。  


